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施設機能毎の今後の方向性案（まとめ）

総括 取り組み 短期 中期 長期

庁舎・窓口施
設等

集約化により建物の総量を圧縮
する一方で、維持する建物につい
ては、複合化・多機能化や長寿命
化により地域拠点としての機能強
化を図る。

と市民センターの集約や廃止を含めた配置と機能のあり方を
検討する。

る。

適宜他の用途に転用して有効活用する。

[行政経営改革プラン]

る。
※再編対象施設及び再編時期の決定を含む。

進める。

実施する。

向けた検討・準備を進める。
実施する。

文化ホール施
設

集約化により建物の総量を圧縮
する一方で、建物の長寿命化や
民間ノウハウを効果的に取り入
れ、施設の一層の有効活用等に
より、文化芸術に関する活動の場
の維持や活性化を図り市の魅力
を向上させる。

る。

を行う。

る。
める。

向けた大規模改修を実施する。

集会施設

集約化や複合化・多機能化により
建物の総量の圧縮や地域の活動
拠点の強化を図るとともに、管理
運営手法等の見直しを実施するこ
とで、新たな交流や活動の場を維
持し、豊かで持続可能な地域社会
づくりを進める。

の集約または複合化を図る。

[行政経営改革プラン]

る。
※再編対象施設及び再編時期の決定を含む。

進める。

実施する。

向けた検討・準備を進める。
実施する。

図書館

集約化や複合化・多機能化により
建物の総量を圧縮しつつ、地域の
活動拠点に機能を移転すること
で、本に触れ親しむ機会や本を通
じた交流の機会を増やす。また、
市民等の活力を活かした図書に
関連した新たなサービスにより図
書に親しむ機会や場の充足を目
指す。

図書館及び鶴川駅前図書館へ集約を検討する。

の時期を捉えて、複合化する。

方向性※を決定する。
※再編対象施設及び再編時期の決定を含む。

施する。[行政経営改革プラン]

進める。

実施する。

向けた検討・準備を進める。
実施する。

美術館・博物
館等

集約化や複合化・多機能化により
建物の総量圧縮や施設の魅力の
向上を図る。また、アウトリーチ展
示等により文化や芸術等に触れ
る機会を増やす。

つ、収蔵庫については既存施設を活用して集約化を図り維持
管理コストを削減する。また、展示スペースの集約化を検討す
るとともに展示機能の魅力向上を図る。展示については施設
間協力などすすめ、アウトリーチ展示も検討する。

らのアウトリーチによる展示などの受け皿として活用を検討す
る。

美術館の効率的・効果的な管理体制を確立する。［行政経営
改革プラン］

の他の収蔵品については学校の教育活動で使用しない教室
や既存の施設に保管し利活用する。

し策について決定する。［行政経営改革プラン］

する場合には、効率的・効果的な施設運営手法の見直し策に
ついて決定する。［行政経営改革プラン］

市街地における集会機能の再編と合わせて整理する。

など活用の検討を行う。

既存施設でのアウトリーチ展示も検討する。［継続］

資料は、収蔵品を整理しつつ収蔵
庫の集約化及び展示スペースの
集約化を図り、機能を移転させた
施設の建物の建替えは行わな
い。

の長寿命化に向けた大規模改修
等を計画的に実施する。

生涯学習施設

施設の複合化・多機能化を図るこ
とや特定用途に限定された施設
の廃止により建物の総量を圧縮
する一方、既存施設の活用をはじ
めとした地域での事業展開によ
り、身近な場所で生涯学習に触れ
られるようになる他、市民が学習
を通して得た知識や技能を地域で
活かすことで、地域の活力が生ま
れる。

地における集会機能としての役割も大きいことから、学習活動
に限定しない施設として再編を検討する。

営改革プラン]

政経営改革プラン]

ン]

学校

学校施設の適正な維持・管理のた
め建物の長寿命化や計画的な建
替えを実施する。また、児童生徒
数の減少に対応した学校の適正
規模・適正配置を行うことにより、
建物の総量圧縮を図る。さらに、
学校施設の有効活用や他機能と
の複合化・多機能化等により多様
な人々が交流し活動する場を創
出し、愛着ある地域拠点施設とす
る。

建替えの時期を捉え、周辺の公共施設等の複合化を実施す
る。

の大規模改修を実施するとともに、周辺の公共施設を複合化
する。

る。

な活用を図る。[継続]

る。

合を進め、大規模改修と建替えを
実施するとともに、周辺の公共施
設を複合化する。[継続]

高齢者福祉施
設

地域の活動拠点となる施設へ機
能を移転することで、建物の総量
圧縮を図るとともに、身近な場所
でより多くの人がサービスを受け
られる機会を増やす。

について、市民センターや学校等の地域の活動拠点での実施
を図る。 よび決定する。[行政経営改革プラン]

開や健康づくり等各種講座につい
て、市民センターや学校等の地域
の活動拠点での実施を図る。

えは行わない。

障がい福祉施
設

市有財産の活用のほか、民間に
よるサービス提供の活用や民間
への移行等により建物の総量圧
縮を図りつつ、公共の福祉施設に
限らず障がいのある人とない人が
ともに育ち、働き、暮らすことがで
きる場を維持していく。

間の運営する施設への代替性がある施設については廃止す
る。

政経営改革プラン］

建替えない。

ため、町田薬師池公園四季彩の杜魅力向上計画と合わせて
活用を検討していく。

に複合化し、建物の建替えは行わない。

模改修や建替えを行う。［継続］

保健施設
集約化や市有財産等の効果的な
活用により建物の総量圧縮や施
設利便性の向上を図る。

効活用する。

庁舎を集約化する。

施拡大を検討する。

活用する。

整を進める。
舎の集約化を実施する。

保育園・児童
発達支援セン
ター

複合化・多機能化により建物の総
量を圧縮しつつ他機能との連携を
さらに深めることでより魅力的な
場づくりや充実した支援を行う。

改修や建替えの時期を捉えて、条件が整ったところから複合化
する。

合化する。

る。

政経営改革プラン]

模改修や建替えの時期を捉えて、
複合化する。[継続]

しやすい他の公共施設と複合化
する。

子どもセン
ター・子どもク
ラブ

複合化・多機能化や市有財産等
の活用により建物の総量を圧縮
する一方、他機能との連携をさら
に深めることで、子どもの地域へ
の愛着を育む健全育成と乳幼児
の子育て支援の場の維持や魅力
の向上を図る。

もを中心とした様々な交流と協働による魅力的な体験活動を展
開できるようなサービスのあり方を検討する。

を捉えて複合化し、単独での建物の建替えは行わない。その
際、児童が自由に来館し、遊べる環境の確保、セキュリティへ
の配慮、乳幼児の保護者も利用しやすいようなつくりに留意す
る。

く、他の公共施設の転用や既存スペースを有効活用することを
検討する。また、今後の年少人口の減少を踏まえて、整備費用
やその後の維持管理費用が少ない手法や建物の可変性等の
工夫を検討する。

な出会いの場や魅力的な体験の提供ができるようなサービス
のあり方を検討する。

く、他の公共施設の転用や既存スペースを有効活用することを
検討する。また、今後の年少人口の減少を踏まえて、整備費用
やその後の維持管理費用が少ない手法や建物の可変性等の
工夫を検討する。

設の大規模改修や建替えの時期
を捉えて複合化し、単独での建替
えはしない。その際、子どもが自
由に来館し、遊べる環境の確保、
セキュリティへの配慮、乳幼児の
保護者も利用しやすいようなつくり
に留意する。[継続]

取り組みの時期今後の方向性
機能名
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総括 取り組み 短期 中期 長期

取り組みの時期今後の方向性
機能名

学童保育クラ
ブ

地域の拠点となる学校に複合化・
多機能化することで、建物の総量
圧縮を図る他、学校施設の活用に
より多様な活動が可能となり、魅
力が向上する。

学童保育クラブや小学校の大規模改修等の時期を捉えて、校
舎内に複合化し、建物は単独機能での建替えは行わない。

のルールや施設整備の内容等を検討する。

学童保育クラブや小学校の大規模改修等の時期を捉えて、校
舎内に複合化し、建物は単独機能での建替えは行わない。[継
続]

スポーツ施設

集約化や市有財産等の活用によ
り建物の総量を圧縮しつつスポー
ツ活動の場や機会を確保し、民間
ノウハウを効果的に取り入れるこ
とでさらなる魅力向上や運営の効
率化を図る。

る。

により、収益性を向上させる。

を各学校体育館に分散化する。

設の集約化を検討する。
模改修等を計画的に実施する。

レクリエーショ
ン・観光施設

事業の見直しや複合化・多機能化
等により建物総量の圧縮を図る一
方、民間や市民等の活力によりさ
らなる魅力向上や運営の効率化
を図る。

び施設老朽化を踏まえ、躯体自体（ハード）及び実施事業（ソフ
ト）の両面から事業を見直す。

営については、民間活力の導入や、市民との協働等の手法の
検討を進めるなど、新たな付加価値を創出するとともに、効率
的な運営を行う。

改修や建替えの時期を捉えて複合化し、建物の建替えは行わ
ない。

杜魅力向上計画に沿い、民間のノウハウを活用することを含
め運営方法を検討する。

よる手法を導入する。

及び施設老朽化を踏まえ、躯体自体（ハード）及び実施事業
（ソフト）の両面から事業を見直す。[行政経営改革プラン]

営については、民間活力の導入や、市民との協働等の手法の
検討を進めるなど、新たな付加価値を創出するとともに、効率
的な運営を行う。[行政経営改革プラン]

力向上計画に沿い、民間のノウハウを活用することを含め運
営方法を検討する。

能は、周辺の学校の大規模改修
や建替えの時期を捉えて複合化
する。

産業系施設

事業の見直し、複合化・多機能
化、さらなる民間活力の導入によ
り施設総量の圧縮を図る他、さら
なる収益の増加や運営の効率化
を図るとともに賑わいや交流を創
出する。

力の導入を進めるとともに、他の産業支援機能等と複合化す
る。

の貸し会議室機能の需要動向を見ながら、廃止も含めた抜本
的な見直しを行い、収益増加を図る。

や観光バスの利用台数に見合った運営体制の構築など収支
のバランスを取る。建替えの際には、民間活用を含めた検討を
行う。

力の導入を進めるとともに、複合化する。

の貸し会議室機能の需要動向を見ながら、廃止も含めた抜本
的な見直しを行い、収益増加を図る。[継続]

や観光バスの利用台数に見合った運営体制の構築など収支
のバランスを取る。建替えの際には、民間活用を含めた検討を
行う。[継続]

防災施設

災害から市民の生命を守るため
の施設として、適切に維持していく
ために長寿命化する。既存施設を
有効に活用することで不足する防
災施設を充足する。

的に実施し、適切な建替えを行っていく。

倉庫等を活用して確保する。

的に実施し、適切な建替えを行っていく。[継続]

倉庫等を活用して確保する。[継続]

その他集会施
設

地域の自主的な維持管理に移行
することで、町内会・自治会が所
有する集会施設と同様に、効果
的・効率的な運営を目指す。

及び判断し、地域で維持管理していく。また、その実現のため
の支援の方法を検討する。

ない。[継続]

その他展示等
施設

文化財は適切に維持保全していく
一方、その他の展示施設は市有
財産の活用により建物の総量を
圧縮する。

転用・活用する。貸し展示スペースは他施設で代替し、建替え
は行わない。

に沿い、建物を転用・活用する。

その他教育施
設

市有財産として積極的な活用を図
ることで、新たなサービス機能を
提供する場や収入源とする。

行っている主な事業と親和性のある他機能の受け皿として利
用する。複合化する機能が無い場合は、大規模改修や建替え
の際に施設規模を縮小する。

活用を検討する。

見直す。

ある他機能を複合化する。複合化する機能が無い場合は、必
要な棟のみ大規模改修をする。

活用を検討する。

医療施設
市民の生命を守るための施設とし
て、効率的かつ適切に維持してい
く。

る。

設整備にかかる費用の削減を図る。

る。[継続]

設整備にかかる費用の削減を図る。[継続]

その他高齢者
福祉施設

民間によるサービス提供への移
行や、複合化・多機能化、市有財
産の活用等で建物の総量圧縮を
図る。

を含めたあり方を検討する。

化し単独機能での建替えは行わない。

含めたあり方を検討する。

化し単独機能での建替えは行わない。

市営住宅

適正かつ効率的な維持管理を行
い、建物の大規模改修や建替え
の際は、社会状況に合わせた更
新をする。

動向に合わせて施設を適正な規模に縮小する。
の際は、人口や低額所得者数の
動向に合わせて、施設を適正な規
模に縮小する。

供給処理施設
生活に必要な施設として、効率的
かつ適切に維持していく。

営）により、民間事業者のノウハウを活用し、運営費用の軽減
等や更新費用の低減を図る。

関連事業との調整を行い２地区（上小山田地区、相原地区）で
施工する。

ストダウンを図る。

える。

する。

から今後のあり方について検討する。

のあり方について検討する。

合った大きさの施設に建替える。

業に見合った施設として移転改修を進める。

活用する。単独機能での建替えを行わない。

ついては、運営事業終了時に向
けた調整及び方向性の検討を開
始する。

保全計画を策定し、プラントや建
物の維持管理を適切に行い、長
期的な観点でコストダウンを図る。
[継続]

下水道施設
人々の暮らしや衛生環境の確保
に直結する施設として、効率的か
つ適切に維持していく。

修繕を行っていく。

行する。

討し、施設整備にかかる費用の削減を図る。

修繕を行っていく。[継続]

行する。[継続]

駐車場・自転
車等駐車場施
設

さらなる民間活力の導入により効
率的かつ需要に見合ったサービ
ス提供を行う。施設更新の際は、
土地の貸し付け、整備、長期の維
持管理まで含めた民間活用を検
討する。

まで含めた民間活用を検討する。
まで含めた民間活用を検討する。[継続]

[継続]


